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子供が自立し
みんなの活躍で創り上げる学校
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新年、明けましておめでとうございます。昨年は、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありが
とうございました。今年も、変わらずご支援いただきますようよろしくお願いします。
さて、今年のお正月はいかがでしたでしょうか？昨年末、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症が、

万田小でも流行しており、その勢いのまま冬休みに突入したため、もしかすると、図らずも、「寝正月」に
なってしまった方も多いのでは？と心配しておりました。新年明けてみても、やはり感染症による欠席も多
く、まだまだ予断を許さない状況です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
先日、我が家では、早々に鏡開きをしました。鏡開きをすると、いつも思い出すことが

あります。
理科の先生方が集まる研修の中で、私の上司に当たる人から「鏡餅は、食べようとする
と、いつもカビの生えとったいな。鏡餅は、何であがんカビの生えっとな？」と質問され
たことがあります。私は「空気中には目に見えないカビの菌がいて、それが餅に付着する
んじゃないですか？」と答えたところ、上司は「そうじゃなか。」とおっしゃいます。別
の理科の同僚が「二段重ねの餅の間や、下の餅の底にカビが多いので、風通しが悪く、湿度が高い隙間にカ
ビが繁殖しやすいからではないですか？」と、更に科学的に説明しました。ところが、上司はまたもや「そ
うじゃなか。」とおっしゃいます。
私たちが答えに窮しているのを見るや、上司は「はよ食わんけんたい！カビが生える前に食えば、カビは

生えん。」と言うのです。確かに！
「どこに原因を求めるかによって、答えは変わってくる。」ということを、この時教えてもらったような

気がしました。自然の事象に原因を求めた私たちに対して、人間の行動に原因を求めた上司は、導き出す答
えが違うのだと思ったのです。

翻って、先ほどの感染症のこと。原因は当然ウイルスによる感染ですが、それを防ぐ
ためには、我々人間の行動を変えるしかありません。学校でも、手洗いうがいを励行し、
これ以上の感染拡大を防いでいこうと頑張っております。各ご家庭でも、手洗い・うが
い、早寝・早起き・朝ご飯による体調管理にご協力いただきますようお願いします。
※高熱が出ないインフルエンザの罹患もあるようです。お子さんの体調の変化には
細心の注意を払っていただけると助かります。

人を大事にする万田小であってほしいと、常々思って
います。年度当初には、先生方にも「子供たちを大事に、

そして自分自身も大事にしましょう。」とお願いしたところです。
ところが、ところがです。万田小では、子供たちの名札がありません。登下校中はもちろん、万田小に
いる間も名札を着けていません。すると、子供を呼ぶときに、その子の名前を知らない先生は、名前で呼
ぶことができず、「ねえねえ、ちょっと」とか「お～い」とか、子供に対して失礼なことになってしまい
ます。それ以上に、安全管理上、顔と名前が一致しないのは、問題が大きいと感じています。
そこで、来年度から、名札着用をお願いしようと思っております。値段は１２０円前後になる予定です。
年度当初に学級費等で集めさせていただき、学校で一括購入したいと考えています。詳しくは、今後プリ
ント等でお知らせします。名札着用を徹底するためには、子供と家庭の協力が不可欠ですし、学校側の指
導の徹底も必要です。ご理解とご協力をお願いします。

１月７日（火）、２０２５年最初の登校日でした。万田小は２学期制ですので、始業式がない代わりに、
「冬休み明け集会」というものを行いました。その中で、年頭に当たり子供たちに話をしたのは、今年は、
６０年に１回巡ってくる乙巳（いっし・きのとみ）の年。乙巳の年は、昔から変化・成長の年、あるいは、
努力が実る年と言われていること。もちろんこれには科学的な根拠はないのだけれど、言い伝えにあやかっ
て、何か一つ頑張ってみるものを決めてみては？と話しました。低学年、中学年にはわかりにくいので、今
年はへび年！へびは脱皮しながら成長する。私たちも、頑張って成長する年にしよう。と言いました。
万田小にとっても、変化・成長の年になればいいなあと思います。


